




研究目的 

methemalbumin 血症は多量の溶血や成人の hemorrhagic Pancreatitis の際に合併し,皮フ,

血清および尿の色が褐青色又は bronze 様を呈する疾患で,従来は稀な疾患であるとされて

きた。 

しかし新生児においては大西が指摘している如くその症状が光線療法に合併する“いわゆ

る bronze baby syndrome"に類似するため鑑別すべき重要な疾患である。 

我々は既に新生児は出血の危険性が高く,出血の際の hemoglobin(Hb)分解産物のキャリア

ー蛋白であるhemopexin(Hpx)濃度は母体血の1/2～1/4と低く,Hb分解産物を処理する能力

が極めて未熟なため溶血を伴う際にはmethemalbumin 血症を合併する危険性が高いことを

報告した。そこで光線療法に合併するbronze baby syndrome の中に methemalbumin 血症を

合併する可能性を調べるため,今回,我々はmethemalbumin血症がHb分解産物のキャリアー

蛋白である Hpx の相対的減少がその病因であるため,いわゆる光線療法に合併するビリル

ビンの光分解産物の(EZ)cyclobilirubinIXα(以下(EZ)CBRと略す)が重合しbronze様を呈

すると考えられている bronze baby syndrome 児の経過中の Hpx濃度と(EZ)CBR 濃度の関係

について検討した。 


